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論文内容要旨
 頸部廓清後に他部位より健全なリンパ節を移植 し, それが土着すれは懇 腔癌の治療経過に有利
 な影響を及ぼす可能性があると考え られる。
 リンパ節移植に関する実験と しては, ig79年 Barry F. S舵soi 等がラット膝窺リンパ節摘患創
 内に鼠径リンパ節を移植 して, その生着状態をシソチグラム及び光顕で観察している。 それによ
 ると移植ジソパ節の中で, 血管吻合したものが生着し, 周囲の脂肪組織をも含む遊離移植では生
 蕃をみなかったと報告 している。 しかしリンパ節移植に際して, その手技が繁雑で長時間を要す
 るのでは実用的ではない。
 そこで今回ラットを用いて, 顎下部リンパ節を摘出し分割 した後, 反対側の摘出創内に埋入 し,
 移殖リンパ節の塩管構築について, 経目的に微小豆薮管造影を行ない, また組織標本をつくり, 組
 織学的にも観察 した。 さらに, 移植リンパ節の機能について,・ 市販墨汁を矯腔精膜より洗入 し,
 その取込み状態を観察, また, リンパがリンパ節内でリンパ洞から静脈に移行する事について,
 鶏腔粘膜より赤並1塩溶液を漉入 し, 総頸動脈より硫酸第i鉄を注入 し, リンパ節内でのベルリン
 青反応を調べた。
 移植リγパ節は, 移植後5日で移植片内部に向う血管の走行及び墨汁の流入がみられるが, 著
 閏な壊死像がみられ構造的分化は不明瞭である。 移植後2週では, 壊死像もみられず, 一個のリ
 ンパ節像を呈している。 また, 血管構築状態は再生されており, 細網線維の細工形成及び後毛綴
 管静脈におけるリンパ球の移動が認められ, 胚中心の形成もおきており, 構造の分化が認め られ
 る。 3週では, 被膜, リγパ洞, 皮質, 髄質の分化状態が明瞭であり, 赤血塩溶液及び硫酸第i
 鎌を用いたりソづ節内でのりγパ液の移行の検索では・ 実質内でその沈殿物がみられた事か 駄
 実質内における リンパ流 路が確保されている と思われる。 以後2ケ月でも同様の所見が得 られた。
 以上の事により, 移植されたリンパ節は第3週までに形態的並びに機能的に正常のリンパ節像
 を呈しており, 頸部廓清後に原発部に癌残存や再発があ一) た場合, baでrier としての機能はナ分
 期待できる。
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審査結果要旨
 購腔癌、愚者の予後を左右する因子の一つは頸部リγパ節転移であ り, 頸部幽購術が行われる。
 その後, 岡部にはリンパ路は再開されるが, barr圭er としてのリンパ節群がないため, 原発巣癌
 残存や再発の場合に不利な経過をとりやすい。 したがっ て, 廓清後の術野に他部位から健全なリ
 ンパ節を移植するのは, 意義あることである。 リンパ節移植の研究 報 告 は 極め て 少 く, 1s}and
 fiap か血筋吻合を要するという報告があるが, 実用性に乏しい。 遊離移植は生着率が不安定であ
 るが, リンパ節を細分割して移植すれば生蕃率は高い。
 著者はラットを用いて, 移植リンパ節分割汁の生着過程を, 血液とリンパ流の観点から2ヵ月
 後まで経1ヨ 的に検索している。
 実験方法:移植は, 摘出 した顎下部リンパ節を2～3分割後, 他側の顎下部リソプ節摘翻創内
 に埋入 した。 微小血管造影は総頸動脈よりホルマリン加硫酸バリウムで潅流後, 摘出移植片の切
 片を軟X線にて撮影 した。 ジンパ流は移植側の頬およ び舌の粘膜下に墨汁漉入後, 摘嵐移植片の
 切片を作製。 リ ンバ流の血流への移行は, 同様に赤面塩液を注入後, 総頸動脈よ り硫酸第1鉄溶
 液にて潅流 し, 摘出移植片の切片にてベルリン青沈殿を観察した。
 実験結果:1) 移植1～7日後では, 組織像は中央の壊死都とその周囲の健全な細網細胞, 細
 網線維の網工及びそれを満たすヲンパ球の潮見である。 血管は移植片の周辺を取り臨み, 5日日
 頃より内部への逆行もみられるが, 被膜側よりも分割西側が密である。 墨汁は5 1三1 後よ り, 周縁
 洞への流入や実質内への取り込みがみ られる。
 2) 移植2週以後においては, 組織像の分化再生は明確となり, 胚中心もみられ, 完全なi個の
 リンパ節の所見を示している。 血管造影所見も新 しい 1選us からの出入, 皮質・縫質の 毛細管
 網, 二次小節内の籠状網, 後毛細管静脈, 細静脈など正常像と同様である。 墨汁の流入も良好で,
 髄洞内皮綴胞や大食細胞による取り込みもみられる。 血管内ベルリン青沈殿は, 移植片周囲, 二
 次小節周辺, 周縁洞, 実質内にみられ, リンパ流が移植片内で静脈に流入 している所見がみられ
 た。
 これらの結果から著春は, リンパ節移植に血管吻合は不要である, 細分割遊離移植は励行回復
 が厚い, リンパ 路の確保は5日後にはみられる, 2週以後には組織像も血行像も正常のリンパ節
 と同様に再生分化しており, 異物処理も正常に機能していると結論 し, 頸部廓清野へのリンパ節
 分割遊離移植は2度目の barrier として有用であると述べている。
 以上, 本論文は鶴腔癌のリンパ節転移に対する治療の…助と して, 新 しい観点からの提案につ
 いて硯究 したものであり, 臨床に寄与するところは大きい。 よって, 十分学位授与に値するもの
 と認める。
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